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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
呪
わ
れ
し
一
族

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
２
９
６
Ｈ

【
作
者
名
】

　
ラ
ン
チ
ュ
ウ

【
あ
ら
す
じ
】

　
い
ま
や
第
９
天
魔
王
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ダ
ー
ク
ラ
。
実
は
、
ダ
ー
ク
ラ

は
あ
る
一
族
に
呪
わ
れ
て
、
魔
王
に
な
っ
た
と
い
う
悲
し
い
真
実
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
一
族
も
２
０
年
後
に
滅
び
る
と
い
う
呪
い
を
背
負
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
２
０
年
が
た
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
に
滅
び
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に

な
る
・
・
・
。
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第
１
話
・
正
則
の
逆
襲
（
前
書
き
）

今
後
は
シ
ュ
ー
ル
な
展
開
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
色
ん
な
キ
ャ
ラ
が
現
れ
た
り

し
て
、
ギ
ャ
グ
路
線
に
な
っ
た
り
し
て
。
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第
１
話
・
正
則
の
逆
襲

正
則
は
あ
る
人
物
を
尋
ね
た
・
・
・
。

そ
の
人
物
は
ダ
ー
ク
ラ
を
呪
っ
た
者
の
一
族
の
長
だ
っ
た
・
・
・
。

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
福
島
殿
、
ど
う
な
さ
れ
た
？
」

一
族
の
名
前
は
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
出
来
て
お
り
、
長
か
っ
た
り
、
摩
訶
不
思
議
な

名
前
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
。

正
則

「
復
讐
し
た
い
ん
じ
ゃ
あ
！
！
！
豊
富
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
崩
壊
し
て
や
り
た
い
ん

じ
ゃ
あ
！
！
！
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
な
に
？
復
習
と
な
？
な
ら
ば
ド
リ
ル
を
使
お
う
」

正
則

「
（
心
の
声
：
復
讐
に
ド
リ
ル
？
呪
い
人
形
を
ド
リ
ル
で
ぶ
ち
壊
す
の
か
？
）
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
は
薄
っ
ぺ
ら
い
ノ
ー
ト
を
出
し
た
。

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
さ
ぁ
、
こ
れ
を
使
い
な
さ
い
」

正
則

「
（
心
の
声
：
な
ん
だ
、
ノ
ー
ト
か
・
・
・
。
も
し
か
し
て
デ
ス
ノ
ー
ト
か
！

？
）
」
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正
則
は
ド
リ
ル
に
戦
国
無
双
に
出
て
い
る
全
武
将
の
名
前
を
書
い
た
！
！

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
１
＋
１
は
豊
富
秀
吉
・
・
・
？

馬
鹿
だ
ろ
、
お
前
・
・
・
」

そ
の
時
、
リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
の
妻
・
ヒ
ス
ラ
ニ
ッ
ク
が
怒
鳴
り
込
ん
で
き
た
！
！

ヒ
ス
ラ
ニ
ッ
ク

「
あ
な
た
！
！
！
客
人
の
話
を
真
面
目
に
聞
き
な
さ
い
よ
！
？
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
な
、
な
ん
だ
よ
・
・
・
。
こ
い
つ
、
馬
鹿
だ
か
ら
勉
強
さ
せ
て
ん
だ
よ
！
？
」

ヒ
ス
ラ
ニ
ッ
ク

「
そ
の
人
は
、
憎
い
人
が
い
る
か
ら
逆
襲
し
て
や
り
た
い
ん
だ
よ
！

ま
っ
た
く
・
・
・
。
私
が
い
な
い
と
、
ま
と
も
に
取
引
出
来
な
い
ん
だ
か
ら
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
・
・
・
」

正
則
は
こ
の
会
話
を
聞
い
て
、
豊
富
夫
妻
の
喧
嘩
の
様
子
を
思
い
出
し
た
。
し

か
し
、
す
ぐ
に
我
に
帰
っ
た
。

正
則

「
俺
は
・
・
・
キ
ャ
ラ
化
す
る
ま
で
、
帰
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
帰
る
場
所
な
ん

か
い
ら
ぬ
。
破
壊
し
て
く
れ
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
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「
そ
う
か
。
よ
く
わ
か
っ
た
。
そ
う
だ
。
お
前
に
会
わ
せ
て
や
り
た
い
奴
が
い

る
ん
だ
。
風
魔
、
黒
田
ー
ー
ー
！
！
こ
ー
ー
ー
い
！
」

す
る
と
、
風
魔
小
太
郎
と
黒
田
官
兵
衛
が
現
れ
た
！

小
太
郎

「
戦
国
無
双
を
破
壊
し
つ
く
し
て
や
ろ
う
」

黒
田

「
我
輩
も
、
豊
富
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
恨
み
が
・
・
・
。
い
や
、
何
で
も
な
い
」

こ
う
し
て
、
正
則
の
逆
襲
は
始
ま
っ
た
！
！

と
、
同
時
に
呪
わ
れ
し
一
族
の
滅
び
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
も
始
ま
っ
た
！
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第
１
話
・
正
則
の
逆
襲
（
後
書
き
）

正
則
、
戦
国
無
双
を
破
壊
し
た
ら
、
二
度
と
キ
ャ
ラ
化
出
来
ぬ
ぞ
？
っ
て
、
自

分
で
書
い
ち
ゃ
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
・
・
・
。
こ
れ
は
正
則
の
恨
み
節
な
の
で
、

個
人
的
に
は
恨
ん
で
い
な
い
。
け
ど
、
こ
の
待
遇
は
あ
ま
り
に
も
・
・
・
。
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第
２
話
・
大
謀
反
（
前
書
き
）

死
に
神
が
現
れ
ま
す
が
、
あ
の
人
達
の
せ
い
で
、
空
気
に
な
り
ま
す
。
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第
２
話
・
大
謀
反

正
則
は
ま
ず
、
徳
川
家
康
を
倒
す
こ
と
に
し
た
。

正
則

「
家
康
を
抹
殺
す
る
」

小
太
郎

「
奴
は
飼
い
馴
ら
せ
ば
、
い
い
犬
に
な
る
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
い
や
、
タ
ヌ
キ
だ
ろ
？
」

？
？
？

「
タ
ヌ
キ
狩
り
な
ら
、
私
に
任
せ
ろ
」

そ
こ
に
現
れ
た
の
は
、
大
き
な
タ
ヌ
キ
み
た
い
な
生
物
だ
っ
た
・
・
・
。

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
奴
は
自
称
・
死
に
神
と
と
十
郎
の
ト
ト
ロ
だ
」

ミ
ニ
ト
ト
ロ

「
僕
の
パ
パ
で
す
ぅ
～
（
青
」

プ
チ
ト
ト
ロ

「
パ
パ
で
ち
ゅ
（
白
」

ト
ト
ロ

「
あ
っ
、
こ
の
小
さ
い
の
は
子
供
で
す
」
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正
則

「
原
作
に
は
な
い
設
定
が
・
・
・
！
？

に
し
て
も
プ
チ
ト
ト
ロ
は
か
わ
え
え
の
～
」

ト
ト
ロ

「
気
を
つ
け
ろ
！
！
そ
い
つ
は
私
よ
り
戦
闘
能
力
が
高
い
の
だ
！
！
」

小
太
郎

「
・
・
・
早
く
家
康
を
混
沌
に
還
せ
」

ト
ト
ロ
は
行
く
こ
と
に
。
し
か
し
、
外
は
雨
だ
！

ト
ト
ロ

「
仕
方
な
い
な
。
・
・
・
傘
だ
と
体
が
濡
れ
て
、
重
く
な
る
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
の
ミ

ッ
チ
ー
み
た
い
な
格
好
で
行
こ
う
」

ト
ト
ロ
は
シ
ー
ツ
を
羽
織
っ
て
、
陣
笠
を
被
っ
た
。

そ
の
頃
、
家
康
は
城
で
雷
の
距
離
を
計
っ
て
い
た
。

ピ
カ
ッ

石
川
数
正

「
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
っ
つ
・
・
・
」

ゴ
ロ
ゴ
ロ
・
・
・

石
川

「
ま
た
、
一
段
と
近
く
な
り
ま
し
た
な
」
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家
康

「
う
む
・
・
・
」

石
川

「
家
康
殿
の
寿
命
も
・
・
・
」

家
康

「
な
に
！
？
・
・
・
ア
ッ
ー
！
」

石
川
数
正
は
家
康
を
切
り
捨
て
た
！
！

石
川

「
わ
し
も
キ
ャ
ラ
化
し
た
か
っ
た
・
・
・
。
な
ぜ
黒
田
殿
は
・
・
・
（
怒
」

そ
の
頃
、
上
杉
軍
は
・
・
・

直
江

「
な
ぁ
、
３
の
私
は
セ
ク
シ
ー
だ
と
思
わ
な
い
か
？
」

す
る
と
、
景
勝
は
無
表
情
で
・
・
・

景
勝

「
そ
・
れ
・
は
・
よ
か
っ
た
な
！
！
」

景
勝
は
直
江
を
押
し
飛
ば
し
て
、
春
日
城
を
で
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
！
！

景
勝

「
う
お
お
ー
ー
ー
！
！
今
回
も
ハ
ズ
レ
か
よ
ー
ー
ー
！
！
！
」

政
宗
の
所
も
同
じ
だ
っ
た
。
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小
十
郎

「
な
ん
で
、
バ
サ
ラ
で
は
キ
ャ
ラ
化
し
て
る
の
に
ー
ー
ー
・
・
・
私
は
キ
ャ
ラ

化
せ
ん
！
？
」

愛
姫

「
私
も
キ
ャ
ラ
化
し
た
い
の
に
・
・
・
。
え
ー
ー
ー
ん
！
！
（
ノ
｀
）
（
涙
」

政
宗

「
だ
か
ら
、
４
ま
で
待
て
・
・
・
ど
わ
ー
ー
ー
！
！
」

二
人
は
政
宗
を
押
し
飛
ば
し
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

そ
の
頃
、
ト
ト
ロ
は
・
・
・

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
さ
っ
さ
と
・
・
・
行
け
よ
！
」

ト
ト
ロ

「
や
っ
ぱ
り
陣
笠
じ
ゃ
、
あ
の
快
感
は
得
ら
れ
な
い
・
・
・
。
し
か
し
、
傘
だ

け
だ
と
、
尻
尾
が
濡
れ
て
移
動
力
が
減
っ
て
し
ま
う
・
・
・
」

ト
ト
ロ
が
悩
ん
で
い
る
と
、
石
川
、
景
勝
、
小
十
郎
、
愛
姫
が
や
っ
て
き
た
。

正
則

「
な
ん
だ
、
お
前
ら
は
・
・
・
？
」

景
勝

「
正
則
殿
の
想
い
、
わ
し
ら
も
心
底
同
情
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
し
ら
と
一

緒
に
キ
ャ
ラ
化
し
た
や
つ
ら
に
痛
い
目
み
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
」
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石
川

「
っ
て
、
黒
田
・
・
・
。
貴
様
、
な
ぜ
こ
こ
に
」

黒
田

「
我
輩
と
小
太
郎
は
見
た
目
が
キ
モ
い
と
い
う
理
由
で
迫
害
さ
れ
、
い
ま
こ
こ

に
留
ま
っ
て
い
る
の
だ
」

小
十
郎

「
キ
ャ
ラ
化
し
て
も
、
キ
モ
い
と
迫
害
さ
れ
る
な
ん
て
・
・
・
。
な
ん
と
理
不

尽
な
の
だ
」

愛
姫

「
モ
ブ
武
将
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
姫
も
キ
ャ
ラ
化
し
た
い
人
は
沢
山
い
る
わ
。

一
緒
に
同
志
を
探
し
て
、
戦
お
う
。
ね
？
」

正
則

「
う
う
・
・
・
み
ん
な
・
・
・
あ
り
が
と
う
（
涙
」

リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン

「
何
と
も
微
笑
ま
し
い
」

ミ
ニ
ト
ト
ロ

「
パ
パ
・
・
・
活
躍
で
き
な
か
っ
た
ね
」

ト
ト
ロ

「
・
・
・
」

こ
う
し
て
、
正
則
に
四
人
も
仲
間
が
増
え
た
。
リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
の
景
気
も
よ
く

な
っ
た
。

自
分
の
一
族
に
魔
の
手
が
少
し
ず
つ
、
伸
び
て
い
る
の
も
知
ら
ず
・
・
・
。
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第
２
話
・
大
謀
反
（
後
書
き
）

一
族
滅
亡
率
・
２
％
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第
３
話
・
ダ
ー
ク
ラ
、
来
日
（
前
書
き
）

今
回
は
あ
の
一
家
が
登
場
！
あ
の
化
け
物
を
飼
育
す
る
！
？
そ
こ
に
現
れ
た
イ

ケ
メ
ン
の
ホ
ー
ム
レ
ス
！
娘
の
彼
氏
に
八
つ
当
た
り
す
る
ダ
ー
ク
ラ
！
！
福
島

正
則
は
も
う
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
事
態
に
！
？
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第
３
話
・
ダ
ー
ク
ラ
、
来
日

正
則
達
が
キ
ャ
ラ
化
し
た
奴
ら
に
謀
反
を
行
う
た
め
、
自
分
達
と
同
じ
不
満
を

抱
い
て
い
る
モ
ブ
を
探
し
だ
し
た
こ
ろ
、

ダ
ー
ク
ラ

「
こ
こ
が
・
・
・
、
日
本
か
・
・
・
」

つ
い
に
最
も
恐
れ
た
事
が
起
き
た
！

ダ
ー
ク
ラ

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
音
場
の
せ
が
れ
に
顔
を
見
せ
る
か
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ラ
は
娘
の
彼
氏
、
音
場
未
來
に
会
い
に
行
っ
た
！

そ
の
こ
ろ
、
ご
く
一
般
の
家
庭
で
・
・
・
。

波
平

「
お
ー
い
、
母
さ
ー
ん
」

フ
ネ

「
お
帰
り
な
さ
い
、
今
度
は
全
自
動
な
に
機
で
す
か
？
」

波
平

「
生
き
物
を
買
っ
て
き
た
、
ほ
ー
れ
ー
！
」

波
平
は
茶
の
間
で
そ
の
生
き
物
を
見
せ
た
。

そ
の
生
き
物
は
全
身
毛
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
顔
は
お
ぞ
ま
し
く
、
口
に
鋭

い
牙
が
生
え
て
い
た
！
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サ
ザ
エ

「
ク
リ
ッ
タ
ー
？
」

波
平

「
ど
う
だ
～
、
（
あ
ま
り
の
醜
い
顔
に
）
驚
い
た
ろ
～
！
」

カ
ツ
オ

「
何
を
食
べ
る
の
～
？
」

ワ
カ
メ

「
フ
ァ
ー
ビ
ー
み
た
い
な
作
り
物
じ
ゃ
な
い
わ
よ
ね
？
」

タ
ラ
オ

「
い
つ
か
深
淵
喰
い
に
進
化
す
る
で
す
か
ぁ
？
」

波
平

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
待
ち
な
さ
い
」

波
平
は
ク
リ
ッ
タ
ー
の
飼
い
方
の
本
を
読
み
出
し
た
！

三
時
間
後
・
・
・

波
平

「
ん
ー
、
な
る
ほ
ど
ぉ
～
」

カ
ツ
オ

「
ク
リ
ッ
タ
ー
っ
て
何
食
べ
る
の
？
」

波
平

「
あ
～
、
ま
だ
そ
こ
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
」
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波
平
は
ク
リ
ッ
タ
ー
の
飼
い
方
の
本
の
“
食
べ
物
の
与
え
方
”
の
と
こ
ろ
を
読

み
出
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
う
ち
に
マ
ス
オ
が
帰
っ
て
き
た
！

マ
ス
オ

「
お
義
父
さ
ん
、
駅
前
の
通
り
で
白
銀
の
王
・
イ
ー
ス
レ
イ
が
深
淵
喰
い
に
食

べ
ら
れ
て
ま
し
た
よ
」

波
平

「
そ
う
か
そ
う
か
。

ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
新
し
い
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
た
ん
だ
。

ほ
～
れ
～
！
」

波
平
は
ク
リ
ッ
タ
ー
を
マ
ス
オ
に
見
せ
つ
け
た
！

マ
ス
オ
は
そ
の
醜
い
生
物
を
見
て
、
お
も
わ
ず

マ
ス
オ

「
あ
゛
あ
゛
ー
ー
ー
！
！
！
」

と
、
叫
ん
だ
！

波
平

「
ど
う
だ
～
、
驚
い
た
ろ
～
」

す
る
と
、
誰
か
が
玄
関
を
叩
く
音
が
し
た
！

サ
ザ
エ

「
は
ー
ー
ー
い
」

玄
関
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
髪
の
長
い
ホ
ー
ム
レ
ス
が
立
っ
て
い
た
。
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サ
ザ
エ

「
あ
ら
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

ホ
ー
ム
レ
ス
？

「
チ
ン
ピ
ラ
に
絡
ま
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
か
く
ま
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」

サ
ザ
エ
は
そ
の
男
が
可
哀
相
に
な
っ
た
。
そ
し
て
イ
ケ
メ
ン
だ
っ
た
の
で
家
に

入
れ
て
し
ま
っ
た
！

そ
の
男
は
茶
の
間
の
入
っ
た
。
す
る
と
、
マ
ス
オ
は
驚
い
た
顔
で
、

マ
ス
オ

「
あ
っ
、
君
は
白
銀
の
王
・
イ
ー
ス
レ
イ
！
」

す
る
と
、
イ
ー
ス
レ
イ
は
い
き
な
り
逆
ギ
レ
し
て
波
平
の
て
っ
ぺ
ん
の
毛
に
切

り
掛
か
っ
た
！

波
平

「
あ
あ
あ
ー
ー
ー
！
」

イ
ー
ス
レ
イ

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ク
ズ
一
家
だ
。

目
障
り
だ
。
塵
に
な
れ
」

す
る
と
、
サ
ザ
エ
が
包
丁
で
イ
ー
ス
レ
イ
を
ぶ
っ
さ
し
た
！

サ
ザ
エ

「
よ
く
も
騙
し
た
わ
ね
、
泥
棒
！
」
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タ
ラ
オ

「
死
ね
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
　
！
！
！
」

タ
ラ
オ
は
オ
メ
ガ
粒
子
砲
で
イ
ー
ス
レ
イ
の
腹
を
ぶ
ち
破
っ
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
が
は
ぁ
！
」

す
る
と
波
平
が
イ
ー
ス
レ
イ
に
ク
リ
ッ
タ
ー
を
投
げ
つ
け
た
！

波
平

「
ほ
ー
れ
ー
、
沢
山
お
食
べ
！
」

ク
リ
ッ
タ
ー
は
イ
ー
ス
レ
イ
を
食
べ
は
じ
め
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
ぐ
あ
あ
っ
」

し
か
し
、
イ
ー
ス
レ
イ
は
ク
リ
ッ
タ
ー
を
振
り
ほ
ど
き
、
空
い
て
い
た
窓
か
ら

逃
げ
出
し
た
！

サ
ザ
エ

「
ま
っ
た
く
、
と
ん
だ
強
盗
だ
っ
た
わ
ね
」

波
平

「
イ
ー
ス
レ
イ
め
、
わ
が
家
の
晩
飯
を
い
つ
の
間
に
か
盗
み
食
い
し
て
い
き
お

っ
た
」

波
平
は
イ
ー
ス
レ
イ
に
不
満
を
を
抱
き
な
が
ら
寝
る
時
間
を
迎
え
た
。
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波
平

「
ク
リ
ッ
タ
ー
を
オ
リ
ハ
ル
コ
ン
の
カ
ゴ
に
入
れ
て
・
・
・
と
」

波
平
は
ク
リ
ッ
タ
ー
を
外
に
出
し
た
ま
ま
寝
た
。

い
っ
ぽ
う
、
ダ
ー
ク
ラ
は
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
に
な
っ
て
未
來
を
驚
か

せ
た
！

未
來

「
ま
、
マ
ヤ
ミ
に
・
・
・
に
、
に
・
・
・
似
て
る
！
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
素
顔
を
知
っ
た
か
ら
に
は
、
生
か
し
ち
ゃ
お
け
ね
ぇ
！
！
！
」

未
來

「
え
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
お
い
こ
ら
、
俺
の
娘
の
家
に
来
て
は
、
い
つ
も
泊
ま
っ
て
行
や
が
っ
て
・
・
・

。夜
中
に
な
に
や
っ
て
ん
だ
！
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
興
味
津
々
な
様
子
で
聞
い
て
き
た
！

未
來

「
な
、
何
も
や
っ
て
な
い
よ
・
・
・
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ふ
ざ
け
る
な
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
よ
く
も
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
娘
を
・
・
・
ド

Ｓ
に
し
や
が
っ
た
な
！
」
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未
來

「
マ
ヤ
ミ
の
気
が
強
す
ぎ
る
ん
で
す
よ
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ア
イ
ツ
の
性
格
に
は
、
俺
も
手
を
焼
い
て
る
ん
だ
よ
！

と
り
あ
え
ず
、
死
ね
！
」

ダ
ー
ク
ラ
が
未
來
を
殴
り
殺
そ
う
と
し
た
、
そ
の
時
！

ヤ
ム
チ
ャ

「
お
や
お
や
～
？
こ
れ
は
奇
遇
だ
な
～
」

す
る
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
手
を
滑
ら
せ
た
の
か
？
ヤ
ム
チ
ャ
の
方

に
平
手
を
・
・
・

ヤ
ム
チ
ャ

「
あ
あ
あ
あ
・
・
・
」

そ
し
て
、
そ
の
手
は
ヤ
ム
チ
ャ
の
顔
面
に
ヒ
ッ
ト
し
た
！

ヤ
ム
チ
ャ

「
で
え
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
」

デ
デ
ー
ン
☆

す
る
と
、
ク
リ
リ
ン
は
・
・
・

ク
リ
リ
ン

「
ヤ
ム
チ
ャ
さ
ん
、
き
っ
と
嫌
な
予
感
が
し
て
た
ん
だ
・
・
・
」
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ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
何
し
に
来
た
ん
だ
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
未
來
と
マ
ヤ
ミ
の
純
愛
を
認
め
て
い
た
の
で
、
も

と
も
と
殺
す
気
は
な
か
っ
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
怒
り
・
憎
し
み
に
い
つ
ま
で
も
囚
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
か
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
呪
わ
れ
し
一
族
の
皆
殺
し
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

る
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
テ
レ
ビ
見
せ
ろ
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
テ
レ
ビ
を
み
た
！

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

「
食
い
逃
げ
犯
・
イ
ー
ス
レ
イ
は
い
ま
だ
に
深
淵
喰
い
の
手
を
逃
れ
、
逃
走
中

で
す
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
未
來
の
父
・
ド
エ
フ
ス

キ
ー
が
や
っ
て
来
た
！

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
そ
ろ
そ
ろ
、
イ
ー
ス
レ
イ
を
仕
留
め
ね
ば
」

ド
エ
フ
ス
キ
ー
は
戦
の
準
備
を
し
だ
し
た
！

未
來
は
驚
い
た
！
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未
來

「
な
り
ま
せ
ん
、
父
さ
ん
！
！
」

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
こ
れ
は
、
音
場
家
最
後
の
大
博
打
。
賭
け
る
の
も
わ
し
の
命
だ
け
で
い
い
」

未
來

「
だ
け
ど
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
・
・
・
」

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
未
來
、
わ
し
は
小
説
家
の
も
の
の
ふ
な
の
だ
」

ド
エ
フ
ス
キ
ー
は
未
來
の
心
臓
部
を
軽
く
叩
い
た
。

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
音
場
を
頼
ん
だ
ぞ
」

す
る
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
・
・
・

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
逝
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
俺
は
未
來
の
エ
ロ
マ
ン
ガ
や
、
Ａ
Ｖ
を
見
な
が
ら
待

つ
よ
☆
」

未
來

「
な
、
な
ん
で
そ
ん
な
秘
密
を
！
？
」

す
る
と
、
ド
エ
フ
ス
キ
ー
は
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
の
耳
を
引
っ
張
り
な
が

ら
、

ド
エ
フ
ス
キ
ー
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「
お
ぬ
し
も
道
連
れ
だ
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
や
め
ろ
！
俺
は
ポ
ケ
モ
ン
の
タ
ケ
シ
じ
ゃ
な
い
！

こ
ん
な
こ
と
し
て
た
ら
、
マ
ヤ
ミ
と
未
來
は
駆
け
落
ち
を
・
・
・
。
っ
て
、
マ

ヤ
ミ
は
リ
ュ
ウ
ハ
ク
に
囚
わ
れ
て
い
る
ん
だ
っ
た
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
が
ド
エ
フ
ス
キ
ー
と
一
緒
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
、

未
來
は
・
・
・

未
來

「
マ
ヤ
ミ
が
囚
わ
れ
の
身
に
！
？

い
ま
、
助
け
に
い
く
ぞ
！
マ
ヤ
ミ
！
！
」

未
來
は
光
の
鎧
を
着
て
、
成
田
空
港
へ
向
か
っ
た
！

愛
す
る
マ
ヤ
ミ
を
助
け
る
た
め
に
！
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第
３
話
・
ダ
ー
ク
ラ
、
来
日
（
後
書
き
）

音
場
未
來
の
裁
木
マ
ヤ
ミ
救
出
劇
は
、
第
９
天
魔
王
で
書
く
予
定
だ
が
・
・
・
。

ア
ー
サ
ー
と
い
い
、
未
來
と
い
い
、
光
の
男
が
闇
の
女
の
尻
に
敷
か
れ
る
と
は
・

・
・
。
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第
４
話
・
文
鳥
と
の
激
闘
！
（
前
書
き
）

実
際
は
文
鳥
と
激
闘
せ
ず
に
、
お
馬
さ
ん
と
戦
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
死
ん
だ

場
合
は
生
き
返
ら
な
い
。
と
、
い
う
か
幻
魔
と
妖
魔
は
パ
ラ
レ
ル
。
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第
４
話
・
文
鳥
と
の
激
闘
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
、
ド
エ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
あ
さ
ひ
が
丘
ま

で
電
車
へ
や
っ
て
来
た
。
す
る
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
い
き
な
り
、

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
腹
減
っ
た
。
ち
ょ
っ
く
ら
食
い
物
買
っ
て
く
る
」

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
何
い
っ
て
る
ん
だ
！
？
買
う
時
間
な
ん
ぞ
な
い
ぞ
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
安
心
し
な
さ
れ
。
俺
は
瞬
間
移
動
で
き
る
か
ら
、
先
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
だ
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
と
ド
エ
フ
ス
キ
ー
は
別
れ
た
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
マ
ヤ
ミ
が
未
來
と
結
婚
す
る
と
な
る
と
、
あ
の
ゴ
ツ
い
奴
と
親
戚
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
苦
悩
し
て
い
た
。
も
う
、
真
夜
中
な
の
で
店
は
や

っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
、
そ
こ
ら
辺
で
眠
る
こ
と
に
し
た
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ま
っ
た
く
・
・
・
。
明
日
は
ど
う
し
よ
う
か
な
・
・
・
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
が
眠
り
か
け
た
そ
の
時
、
謎
の
毛
玉
が
噛
み
付
い
て

き
た
！
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ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
痛
い
・
・
・
が
、
そ
の
程
度
の
攻
撃
で
俺
を
食
せ
る
と
思
っ
た
か
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
そ
の
毛
玉
を
掴
み
あ
げ
た
！

そ
の
毛
玉
は
ク
リ
ッ
タ
ー
と
い
う
、
魔
界
の
小
動
物
だ
っ
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
こ
い
つ
は
・
・
・
ク
リ
ッ
タ
ー
！
？
な
ぜ
魔
界
の
生
き
物
が
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
そ
の
化
け
物
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
食
べ
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ま
ぁ
、
腹
の
足
し
に
は
な
っ
た
な
・
・
・
」

そ
う
い
う
と
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
眠
っ
た
。

次
の
日
、
小
さ
い
子
供
に
起
こ
さ
れ
た
！

タ
ラ
オ

「
こ
こ
で
何
を
し
て
る
で
す
か
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
な
っ
・
・
・
？
俺
は
公
園
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
・
・
・
」

タ
ラ
オ

「
こ
こ
は
僕
ん
ち
の
庭
で
ー
す
ぅ
」

す
る
と
、
い
が
ぐ
り
頭
の
少
年
も
や
っ
て
来
た
。

カ
ツ
オ

「
変
な
お
じ
さ
ん
、
酔
っ
払
っ
て
寝
て
た
の
？
」



29

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
変
じ
ゃ
な
い
よ
。
俺
は
第
９
天
魔
王
だ
ぞ
？

ち
な
み
に
俺
は
宗
教
の
問
題
で
酒
は
・
・
・
飲
ま
ん
ぞ
？
」

す
る
と
、
カ
ツ
オ
と
い
う
ク
ソ
ガ
キ
は
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
に
白
い
文
鳥

を
渡
し
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
な
ん
だ
よ
、
コ
イ
ツ
は
！
？
」

カ
ツ
オ

「
こ
の
文
鳥
、
タ
マ
に
狙
わ
れ
る
か
ら
、
預
か
っ
て
い
て
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
鳥
を
預
か
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
よ
！
？
」

カ
ツ
オ

「
魔
王
な
ら
た
や
す
い
で
し
ょ
？
逆
ら
う
と
、
伝
説
の
超
勇
者
を
呼
ぶ
よ
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
仕
方
な
い
な
。
預
か
っ
て
お
い
て
や
る
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
そ
の
文
鳥
を
預
か
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
頃
、
マ
ス
オ
は
ア
ナ
ゴ
と
一
緒
に
い
た
。

ア
ナ
ゴ

「
フ
グ
タ
く
ん
、
フ
リ
ー
ザ
っ
て
奴
を
ど
う
思
う
？
」

マ
ス
オ

「
強
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
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ア
ナ
ゴ

「
セ
ル
の
ほ
う
が
強
い
よ
な
？
」

ア
ナ
ゴ
は
そ
う
い
う
と
、
不
気
味
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
！

そ
の
頃
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
ク
レ
イ
モ
ア
の
Ａ
Ｖ
や
エ
ロ
マ
ン
ガ
を

探
し
て
い
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
テ
レ
サ
は
な
い
の
か
？
」

し
か
し
、
イ
ー
ス
レ
イ
と
ラ
キ
の
ガ
チ
ホ
モ
本
は
あ
っ
た
！

店
主

「
立
ち
読
み
、
や
め
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
立
ち
読
み
す
る
気
失
せ
た
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
文
鳥
を
持
て
余
し
て
い
た
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
め
ん
ど
く
さ
い
な
ぁ
」

そ
の
頃
、
磯
野
家
で
は
ク
リ
ッ
タ
ー
が
い
な
く
な
っ
た
と
大
騒
ぎ
し
て
い
た
！

カ
ツ
オ

「
ね
ぇ
、
ク
リ
ッ
タ
ー
が
い
な
い
よ
！
」

フ
ネ
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「
お
か
し
い
ね
～
？
オ
リ
ハ
ル
コ
ン
の
檻
に
入
れ
た
み
た
い
だ
け
ど
・
・
・
？
」

カ
ツ
オ

「
そ
の
オ
リ
ハ
ル
コ
ン
の
檻
が
食
い
破
ら
れ
て
い
た
ん
だ
よ
！
」

フ
ネ

「
人
さ
ま
の
壁
や
車
を
食
べ
て
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
ね
ぇ
・
・
・
」

そ
の
ク
リ
ッ
タ
ー
を
食
べ
た
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
、
公
園
の
ベ
ン
チ
で
、

文
鳥
の
入
っ
た
カ
ゴ
を
近
く
に
お
い
て
、
寝
て
い
た
。

三
時
間
後
・
・
・

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ん
ん
・
・
・
。
よ
く
寝
た
～
。

・
・
・
あ
、
あ
れ
！
？
文
鳥
が
い
な
い
！
！

私
の
知
ら
ぬ
業
を
、
覚
え
て
い
る
の
か
！
！
？
？
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
シ
ロ
ッ
コ
み
た
い
な
真
似
を
し
た
！

そ
し
て
、
文
鳥
を
探
し
始
め
た
！
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ど
こ
だ
ー
ー
ー
、
文
鳥
ー
ー
ー
！
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
必
死
に
探
し
た
！
し
か
し
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
！

し
だ
い
に
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
の
心
に
、
邪
悪
な
も
の
が
芽
生
え
始
め
た

！
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
お
の
れ
、
手
乗
り
文
庫
め
！
！
」
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ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
次
第
に
ダ
ー
ク
オ
ー
ラ
を
纏
い
始
め
た
！
そ
し
て
、

本
来
の
目
的
を
思
い
出
し
た
！
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
・
・
・
お
の
れ
、
リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
と
呪
わ
れ
し
血
族
め
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
町
を
破
壊
し
つ
く
す
！
！

そ
の
時
、
謎
の
ホ
ー
ム
レ
ス
・
イ
ー
ス
レ
イ
が
現
れ
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
目
障
り
だ
。
塵
に
な
れ
」

す
る
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
イ
ー
ス
レ
イ
に
対
す
る
憎
し
み
を
覚
え

た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
数
多
く
の
命
を
奪
っ
た
貴
様
に
俺
は
倒
せ
ぬ
よ
・
・
・
」

す
る
と
、
イ
ー
ス
レ
イ
は
覚
醒
体
に
な
っ
た
！
そ
し
て
、
弓
を
構
え
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
け
し
と
べ
」

イ
ー
ス
レ
イ
は
矢
を
放
っ
た
！
し
か
し
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
す
か
さ

ず
か
わ
し
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
ち
っ
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
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「
イ
ー
ス
レ
イ
に
対
す
る
憎
し
み
・
・
・
。
あ
の
時
に
食
べ
た
ク
リ
ッ
タ
ー
か

ら
来
て
い
る
み
た
い
だ
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
そ
う
い
う
と
、
デ
ス
・
ア
ロ
ウ
ン
ド
な
る
技
を
放

っ
た
！

イ
ー
ス
レ
イ

「
ぐ
は
っ
・
・
・
！

体
が
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
崩
れ
て
い
く
・
・
・
！
？
」

す
る
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
あ
ざ
笑
い
な
が
ら
、

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
そ
れ
を
喰
ら
っ
た
や
つ
は
、
体
が
朽
ち
果
て
な
が
ら
死
ぬ
。

平
気
で
命
を
奪
っ
て
き
た
貴
様
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
死
だ
ろ
・
・
・
？
（
心
の

声
：
デ
ス
も
習
得
し
て
い
な
い
、
無
慈
悲
な
業
だ
！
！
）
」

す
る
と
、
イ
ー
ス
レ
イ
は
力
を
振
り
絞
り
な
が
ら
喋
り
だ
し
た
・
・
・
。

イ
ー
ス
レ
イ

「
死
に
た
く
な
い
な
ぁ
・
・
・
。

か
り
そ
め
の
家
族
の
・
・
・
、
全
て
は
い
つ
か
壊
れ
る
幻
想
だ
っ
た
と
し
て
も
・

・
・
。

少
し
で
も
長
く
・
・
・

ほ
ん
の
少
し
で
も
長
く
あ
の
ま
ま
で
い
た
か
っ
た
・
・
・
」

イ
ー
ス
レ
イ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
崩
れ
て
い
く
・
・
・
。

ダ
ー
ク
ラ
は
哀
れ
み
を
覚
え
た
。
し
か
し
、
心
を
鬼
の
頂
点
に
立
つ
極
鬼
に
変

え
た
！
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ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
く
だ
ら
ね
ぇ
戯
言
を
言
っ
て
、
生
き
が
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
ー
ー
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
イ
ー
ス
レ
イ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
裂
い
た
！

そ
し
て
、
そ
の
破
片
を
馬
刺
し
に
し
て
喰
っ
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
イ
ー
ス
レ
イ
、
俺
に
喰
わ
れ
る
の
が
憎
い
か
？
屈
辱
か
？
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！

俺
の
腹
の
中
で
飼
っ
て
や
る
わ
！
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
冷
酷
に
言
い
放
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・

ダ
ー
ク
ラ
の
行
為
は
、
た
だ
単
生
き
物
を
殺
す
だ
け
と
い
う
も
の
と
は
、
一
味

違
っ
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
食
べ
る
た
め
に
イ
ー
ス
レ
イ
の
命
を

奪
っ
た
の
だ
・
・
・
。
た
と
え
心
を
極
鬼
に
し
て
も
、
イ
ー
ス
レ
イ
の
命
の
は

か
な
さ
に
耐
え
切
れ
ず
、
そ
の
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
食
べ
た
の
だ
っ
た
・

・
・
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
イ
ー
ス
レ
イ
、
お
前
か
ら
幸
せ
を
奪
っ
た
の
は
俺
じ
ゃ
な
い
。

貴
様
を
そ
ん
な
身
体
に
し
た
や
つ
だ
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
イ
ー
ス
レ
イ
を
食
べ
終
え
る
と
、
文
鳥
を
探
し
て

見
つ
け
た
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
さ
ぁ
、
カ
ゴ
に
戻
れ
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
文
鳥
を
カ
ゴ
に
戻
す
と
、
さ
っ
さ
と
磯
野
家
に
置

い
て
い
く
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
燃
え
だ
し
た
！



35

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
で
は
、
呪
わ
れ
し
一
族
を
食
べ
に
行
く
か
ぁ
！
！
！
」

そ
の
頃
、
イ
ー
ス
レ
イ
を
倒
す
と
か
言
っ
て
い
た
ド
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
パ
チ
ス

ロ
を
や
っ
て
い
た
！

ド
エ
フ
ス
キ
ー

「
や
は
り
、
博
打
は
や
め
ら
れ
ん
な
ぁ
！
」
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第
４
話
・
文
鳥
と
の
激
闘
！
（
後
書
き
）

一
族
の
滅
亡
率
は
７
８
％
に
！
ち
な
み
に
、
ク
リ
ッ
タ
ー
３
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・

デ
ィ
カ
プ
リ
オ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
り
、
黒
歴
史
で
も
あ
る
ぞ
！
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第
５
話
・
ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ
（
前
書
き
）

ア
ナ
ゴ
と
魔
王
が
激
闘
！
？
ア
ナ
ゴ
の
す
さ
ま
じ
い
パ
ワ
ー
に
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・

ダ
ー
ク
ラ
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
そ
し
て
、
新
た
な
闇
の
技
を
・
・
・
！

？
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第
５
話
・
ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
ド
エ
フ
ス
キ
ー
そ
っ
ち
の
け
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

た
。

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
つ
ま
ら
な
い
な
・
・
・
。
一
族
を
倒
す
前
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
た
い

が
・
・
・
。

ど
こ
か
に
強
い
や
つ
は
い
な
い
の
か
？
」

す
る
と
、
マ
ス
オ
と
ア
ナ
ゴ
が
や
っ
て
き
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ふ
へ
へ
・
・
・
。
い
っ
ち
ょ
あ
い
つ
ら
を
脅
し
て
み
る
か
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
冗
談
ま
じ
り
で
ア
ナ
ゴ
に
殴
り
か
か
っ
た
！

し
か
し
、
ア
ナ
ゴ
は
そ
れ
を
避
け
た
！

ア
ナ
ゴ

「
そ
ん
な
も
の
が
当
た
る
か
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ん
だ
と
、
貴
様
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
ダ
ー
ク
ビ
ー
ム
を
放
っ
た
！
し
か
し
、
ア
ナ
ゴ
は

難
無
く
避
け
た
！

ア
ナ
ゴ

「
く
ら
え
い
！
」
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ア
ナ
ゴ
は
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
に
特
殊
な
形
を
し
た
刃
物
を
投
げ
つ
け
た
！

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
な
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
刃
物
を
刺
さ
れ
ま
く
っ
た
が
、
す
ぐ
に
引
き
抜
い

て
、
ア
ナ
ゴ
に
投
げ
つ
け
た
！
し
か
し
、
ア
ナ
ゴ
は
そ
れ
も
難
無
く
避
け
た
！

そ
し
て
ア
ナ
ゴ
は
手
か
ら
ビ
ー
ム
を
出
し
た
！

ア
ナ
ゴ

「
い
な
く
な
れ
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ビ
ー
ム
だ
と
！
？
」

さ
ら
に
ア
ナ
ゴ
は
手
か
ら
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
出
し
た
！
そ
し
て
切
り
掛
か
っ

て
き
た
！

ア
ナ
ゴ

「
く
ら
え
っ
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
貴
様
・
・
・
何
者
だ
！
？
」

す
る
と
、
ア
ナ
ゴ
は
攻
撃
を
や
め
た
！

ア
ナ
ゴ

「
貴
様
は
第
９
天
魔
王
の
ダ
ー
ク
ラ
だ
な
？
」
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ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
今
は
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
だ
が
な
。
で
、
何
が
言
い
た
い
？
」

ア
ナ
ゴ

「
貴
方
な
ら
バ
ン
パ
イ
ア
一
族
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
・
・
・
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
そ
れ
が
ど
う
し
た
っ
て
ん
だ
。

ま
さ
か
、
ピ
ン
ク
髪
の
女
バ
ン
パ
イ
ア
を
探
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
・
・
・
？
」

ア
ナ
ゴ

「
ほ
う
・
・
・
。
そ
ん
な
の
も
い
た
の
か
。
あ
と
で
抹
殺
せ
ね
ば
な
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
さ
っ
き
か
ら
言
っ
て
る
が
、
お
前
・
・
・
何
が
言
い
た
い
！
？
」

ア
ナ
ゴ

「
魔
王
も
バ
ン
パ
イ
ア
一
族
も
ろ
と
も
抹
殺
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。

あ
の
・
・
・
伝
説
の
超
バ
ン
パ
イ
ア
の
よ
う
に
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ

「
ま
さ
か
そ
い
つ
は
・
・
・
ア
ー
カ
ー
ド
の
こ
と
か
ぁ
ー
ー
ー
！
！
！
」

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
は
突
如
狂
暴
に
な
っ
た
！
！
！

な
ん
と
、
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
ダ
ー
ク
ラ
か
ら
ジ
ャ
ー
ク
ラ
に
覚
醒
神
化
し
た
！

ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
許
せ
ん
・
・
・
。
こ
の
く
ち
び
る
野
郎
！
！
」

ア
ナ
ゴ
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「
な
、
な
ん
だ
と
！
？
」

ア
ナ
ゴ
が
の
け
反
っ
て
い
る
の
を
見
た
マ
ス
オ
は
逃
げ
出
し
た
！

マ
ス
オ

「
ひ
ゃ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
！
！
」

ア
ナ
ゴ

「
フ
グ
タ
く
ん
、
ど
こ
行
く
の
？
」

ア
ナ
ゴ
は
び
っ
く
り
し
た
。

し
か
し
、
ア
ナ
ゴ
は
ジ
ャ
ー
ク
ラ
に
立
ち
向
か
っ
た
！

ア
ナ
ゴ

「
く
ら
え
、
全
方
向
ビ
ー
ム
！
！
」

ア
ナ
ゴ
は
ビ
ー
ム
を
放
っ
た
！
ビ
ー
ム
が
ジ
ャ
ー
ク
ラ
を
襲
う
！
し
か
し
、
ジ

ャ
ー
ク
ラ
は
謎
の
バ
リ
ア
を
張
っ
た
！

バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
ビ
ー
ム
は
跳
ね
返
り
、
町
を
破
壊
し
つ
く
し
た
！

ド
ガ
ド
ガ
バ
ガ
ァ
ー
ー
ー
ボ
カ
ァ
ー
ー
ン
！
！
！

シ
ャ
モ
星
人

「
あ
゛
あ
゛
ー
ー
ー
！
！
」

ダ
フ

「
ぐ
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
！
！
体
に
穴
が
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

ビ
ー
ム
の
雨
が
や
み
、
ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
、
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ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
驚
い
た
か
？
さ
っ
き
の
バ
リ
ア
は
ダ
ー
ク
オ
ゾ
ン
っ
て
い
っ
て
、
ビ
ー
ム
系

の
技
は
全
て
跳
ね
返
す
か
、
吸
収
し
て
無
効
に
す
る
の
さ
」

ア
ナ
ゴ

「
こ
う
な
っ
た
ら
、
こ
の
地
球
も
ろ
と
も
吹
き
飛
ば
し
て
や
る
！
！
」

ア
ナ
ゴ
は
手
の
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
た
！

ア
ナ
ゴ

「
死
ね
や
ー
ー
ー
！
！
」

ア
ナ
ゴ
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
を
放
っ
た
！

ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
そ
れ
を
ダ
ー
ク
オ
ゾ
ン
で
防
い
だ
！
し
か
し
、
ダ
ー
ク
オ
ゾ
ン

で
は
防
げ
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ア
ナ
ゴ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
は
強
烈
だ
っ
た

！
！

ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
く
っ
、
な
ん
て
パ
ワ
ー
だ
・
・
・
」

ア
ナ
ゴ

「
ど
う
だ
！
？
苦
し
い
か
？
死
に
た
く
な
け
れ
ば
、
俺
に
バ
ン
パ
イ
ア
一
族
を

滅
ぼ
さ
せ
る
権
利
を
よ
こ
せ
！
！
」

ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
そ
れ
は
無
理
な
相
談
だ
な
」

ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
ダ
ー
ク
オ
ゾ
ン
の
壁
を
さ
ら
に
厚
く
し
た
！

そ
し
て
、
ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
何
か
を
言
い
出
し
た
・
・
・
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ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
ア
ー
カ
ー
ド
、
モ
カ
、
バ
ッ
ト
ン
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
ス
・
・
・
。
お
前
ら
の
力

を
貸
し
て
く
れ
！
！
」

す
る
と
、
ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
手
か
ら
す
さ
ま
じ
い
闇
の
波
動
を
放
っ
た
！

闇
の
波
動
が
ア
ナ
ゴ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
を
押
す
！

ア
ナ
ゴ

「
愚
か
な
・
・
・
、
だ
が
そ
の
程
度
の
パ
ワ
ー
な
ら
・
・
・
」

ア
ナ
ゴ
が
本
気
で
ケ
リ
を
つ
け
よ
う
と
し
た
と
き
・
・
・

マ
ス
オ

「
ノ
ー
ズ
パ
ー
ー
ー
ン
チ
！
！
」

ア
ナ
ゴ
は
鼻
の
パ
ン
チ
で
殴
ら
れ
た
！
！

ア
ナ
ゴ

「
フ
グ
タ
く
ん
、
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
」

ア
ナ
ゴ
が
油
断
し
た
そ
の
時
！
ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
闇
の
波
動
を
さ
ら
に
強
力
に
し

た
！
！

ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
く
ら
え
っ
！
！
ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ
ー
ー
ー
！
！
！
」

ジ
ャ
ー
ク
ラ
の
ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ
が
ア
ナ
ゴ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
を
押
し
の
け
、

ア
ナ
ゴ
を
吹
き
飛
ば
し
た
！
！
！

ア
ナ
ゴ
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「
だ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

ア
ナ
ゴ
は
吹
き
飛
ん
だ
！

そ
し
て
、
地
面
に
落
ち
た
。

ア
ナ
ゴ

「
チ
ク
シ
ョ
ー
ー
ー
！
！
！
」

そ
の
時
、
ア
ナ
ゴ
の
奥
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
！

ア
ナ
ゴ
の
妻

「
あ
な
た
！
！
な
に
人
様
に
迷
惑
か
け
て
る
の
！
？
」

ア
ナ
ゴ

「
あ
・
・
・
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
」

ア
ナ
ゴ
は
奥
さ
ん
の
説
教
を
受
け
は
じ
め
た
！

そ
れ
を
見
て
い
た
野
次
馬
の
中
に
福
島
正
則
が
い
た
！

正
則

「
怒
ら
れ
た
ー
ー
ー
！
」

ジ
ャ
ー
ク
ラ
は
正
則
に
近
づ
い
た
！
そ
し
て
、
匂
い
を
嗅
い
だ
！

ジ
ャ
ー
ク
ラ

「
あ
の
一
族
の
匂
い
が
す
る
・
・
・
。

お
い
、
リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
知
っ
て
る
な
ら
、
案
内
し
ろ
よ
・
・
・
」

正
則
は
ジ
ャ
ー
ク
ラ
に
脅
さ
れ
て
、
リ
ヴ
ォ
ー
ド
ン
と
そ
の
一
族
の
居
場
所
を

案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。
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第
５
話
・
ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ
（
後
書
き
）

ダ
ー
ク
ブ
リ
ュ
レ
・
・
・
日
本
語
に
訳
す
と
、
焦
げ
た
闇
。
普
通
の
闇
と
何
か

違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
あ
と
、
一
族
の
滅
亡
率
が
９
５
％
以
上
に
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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